
令和５年度 都城市立石山小学校 学校評価報告書 
 

【評価基準 ４：期待を上回る  ３：ほぼ期待通り  ２：やや期待を下回る  １：改善を要する】 
 

評価 

項目 

重点指導目標と手段・ゴールイメージ 
（⇒）達成状況等 

※「児童」「保護者」は、肯定的な回答 
（そう思う、大体そう思う）の割合 

成果と課題 

自己評
価 

改善策等 
学校運営協議会 

項目 総合 評価 意見 

【
か
し
こ
く
】 

学
力
の
向
上 

① 主題研修を通して授業の工夫改善に努め、分か
る、できる授業を展開する。（「授業が分かる」と答
える児童９０％） 

⇒児童アンケート「①学校の勉強は、よくわかります
か。」で肯定的に答える児童９１％ 

⇒学級の単元テスト（国語、算数）の全国平均（到達
度）以上 

② 図書館サポーターや家庭と連携しながら図書館環 
境と読書活動の充実を図り、児童の読書習慣を育
成する。（読書目標到達者９０％ 低‥１４０冊、中
‥１２０冊、高‥１００冊） 
⇒１２月１日（基準日）までの読書貸出冊数（目標の
７ ０％）の達成者９０％ 低‥１４０冊（９８冊）、中‥
１２０冊（８４冊）、高‥１００冊（７０冊） 

① 学力テスト等の結果分析を行い
指導の重点を明らかにし、学習
用タブレット等のＩＣＴ機器の活用
及び学び合いを取入れた授業を
実施して、改善が図られた。 

② 学期ごとの目標冊数に達して、
多読賞をもらう児童が１学期（７
５％）、２学期（７７％）であった。 
１学期は、下学年（１～３年）を中
心にボランティアによる読み聞か
せ、２学期は、全学年に読み聞か
せを実施した。（１年１０回、２年１
１回、３年８回、４年２回、５年２
回、６年１回） 

3.5 

 
 
 
 
 

3.0 
 
 
 
 
 

①   「子どもが主役の
授業」を研究し、授業
改善につなげる 。
CRT 結果を分析し、
補充指導を計画的に
行う。 

② 図書館サポーター
の有効活用を進め、
積極的に図書館を利
用するようにイベント
を工夫する。 

3.0 
 

〇ＩＣＴ等の活用
を進め、少人
数のよさを生
かして学力向
上をするとよ
い。 

〇「かつおの学
習」や「くら寿
司の SDGｓ」
等、外部の協
力を得て、子
どもたちの学
ぶ意欲を高め
ていることも
評価できる。 

3.0 

【
や
さ
し
く
】 

豊
か
な
心
の
育
成 

① スクールワイド PBS の考えをもとに望ましい行動
の育成と規範意識の高揚を図る。（「きまりを守る」
と答える児童９０％） 
⇒児童アンケート「⑩～⑬」で肯定的に答える児童
９３％ 「⑩あいさつ・返事、⑪廊下歩行、⑫履物を
揃える、⑬無言清掃」 

② いじめ不登校対策委員会及び日常の観察、情報
共有を通して児童理解を深め、いじめの早期発
見、対応に努める。 
⇒児童アンケート「⑦学校は楽しいですか。９６％⑧
友達を思いやり優しく接していますか。」９４％達成 

  

 

①  児童の発達の段階に合わせ
て、担任が、よい行動を認め称賛
する等、意欲を高めるように指導
を工夫したことにより、きまりを守
ることができたと自己評価する児
童が９０％を達成した。 

② 心のアンケートや教育相談を定
期的に行い、児童の些細な変化
や気になる様子に気づき、個別
面談や、保護者から情報を得る
ことで、いじめの早期発見と早期
解決を行った。（いじめ事案０件、
不登校０） 

3.5 

 
 
 
 
 
 

3.0 

① よい行動を認め、場
にふさわしくない行動
や言葉遣いについ
て、考えさせる指導を
行い、判断力と行動
力を育てる。 

② 定期的な「いじめ・
悩み調査」と教育相
談を継続し、児童理
解に努め、早期に発
見し、即対策を検討・
実施する体制をつく
り、組織で対応する。 

 
 
 
 
 
 

3.0 
 

〇アンケートの
結果が９０％
を超えている
ことは、素晴ら
しい。 

〇朝の見守りを
していると、以
前より仲良く
楽しそうに登
校している姿
をよく見かけ
る。 

3.0 
 



 

評価 

項目 

重点指導目標と手段・ゴールイメージ 
（⇒）達成状況等 

※「児童」「保護者」は、肯定的な回答 
（そう思う、大体そう思う）の割合 

成果と課題 

自己評
価 

改善策等 
学校運営協議会 

項目 総合 評価 意見 

【
た
く
ま
し
い
】 

た
く
ま
し
い
体
つ
く
り 

① 立腰指導を日常的に実践することで健康的な生活
態度の向上を図る。（「立腰ができている」と答える 
児童９０％） 

 ⇒児童アンケート「⑯座っているときに立腰（グー・ペ
タ・ピン）の姿勢ができていますか。」で肯定的に答
える児童６８％ 

② 外遊びの奨励、運動量を確保した体育指導の充
実を通して、体力向上を図る。（「体力テスト」で５月
より伸びた児童８０％） 

 ⇒体力テスト（５月実施と１１月実施）の結果を比較し
て向上した児童８０％ 

① 毎学期月目標に合わせて「立
腰チャンピオン」の取組をしたこと
で、その期間は、立腰の姿勢を
意識する児童が増えた。学期ごと
に、ポイントのレベルを上げ、段
階的に立腰の姿勢がよくなるよう
にした。 

② 体育の時間に「石山サーキット」
「石山ストレッチ」を取入れて運動
を繰り返したり、体力づくり月間に
（持久走、縄跳び、一輪車等）の
技に挑戦したりすることで体力向
上につなげられた。 

 

3.0 

3.0 

① 「立腰チャンピオン」
の取組に、学習用タ
ブレットを使う時のよ
い姿勢を意識させる
ポイントを加えて実施
する。 

② 外遊びの奨励、運
動量を確保した体育
指導の充実を通し
て、運動の楽しさや喜
びを味わわせるととも
に、運動の継続を図
る。 

3.0 

〇学校で、様々
な工夫をして
体力づくりに
取り組んでい
るので、家庭
でも取り組む
とよい。例え
ば、大雨や雷
の天気以外
は、歩いて登
校させること
で、心身共に
たくましい子ど
もに育てる。 

3.5 

【
い
き
い
き
と
】 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

① 学校運営協議会や PTA と連携、協働した教育活動
を通して、「地域とともにある学校」を推進する。 
（「学校の教育活動」に肯定的に答える保護者や地
域の方８０％） 

 ⇒保護者アンケート「⑭PTA 活動等、学校と家庭・地
域との連携が図られていますか。」で肯定的に答え
る保護者９８％ 

② 学校だよりやホームページ、Sigfy等を活用して広報
活動の充実を図る。 （「学校の説明責任」に肯定的
に答える保護者や地域の方８０％） 

 ⇒保護者アンケート「⑮学校便り・学級通信、ホームペ
ージ等で学校・学級の様子を知らせていますか。」で
肯定的に答える保護者９４％ 

 

① 学校運営協議会や PTA と連
携、協働する機会を計画的に開
催し、学校の教育活動について
理解と協力を得ることができた。 

   見守り隊の方々による毎朝の
登校見守り活動により児童の安
全を守ることができた。地域ボラ
ンティアの協力により、教育活動
（稲作体験やもちつき等）を充実
させることができた。 

② 保護者や地域に向けて情報を
発信し、教育活動への理解と協
力が得られた 

3.5 

3.5 

① 学校運営協議会と
連携した教育活動を
推進し、学習ボランテ
ィアや見守りボランテ
ィアなどの協力をいた
だくことで、教育課程
の充実を図る。 

② 学校からの情報発
信を可能なものから、
「ｓｉｇｆｙ」でのメールに
よる情報伝達へ移行
する。 

 

3.5 

〇家庭・地域・学
校が連携して
活動できてい
る。 

〇十五夜相撲や
花植え、グラ
ンドゴルフ等
地域住民と親
子で交流する
ことができると
よい。 

3.5 

 


